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お
見
舞
い

　

台
風
21
号
の
影
響
で
甚
大
な
被
害
が
出

ま
し
た
。
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
の
影
響
で
、
９
月
９
日
の
八
尾
河
内

音
頭
祭
り
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
い
た

だ
い
た
協
賛
広
告
の
一
部
を
義
援
金
に
充

て
ま
し
た
。 

東
大
阪
新
聞
社

く
こ
と
が
肝
心
だ
。

　

正
し
い
歩
き
方
の
啓
蒙

を
し
て
い
る
団
体
が
東
大

阪
に
あ
る
。
一
般
社
団

法
人
健
康
寿
命
世
界
一

だ
。
川
原
剛
正
事
務
局
長

（
53
）
が
開
発
し
た
川
原

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
指
導
し

て
い
る
。
２
本
の
ポ
ー
ル

を
使
う
歩
行

術
だ
。
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
・

ウ
ィ
ー
ク
が

有
名
だ
が
、

ポ
ー
ル
で
体

を
押
し
出
し

な
が
ら
歩
く

の
で
前
傾
姿
勢
に
な
り
、

姿
勢
改
善
し
な
い
。一
方
、

川
原
ウ
ォ
ー
ク
は
体
を
起

こ
し
な
が
ら
歩
く
の
で
、

姿
勢
が
良
く
な
り
、
姿
勢

改
善
で
き
る
。

　

毎
朝
、
御
厨
公
園
（
東

大
阪
市
御
厨
中
１
）
で
川

原
ウ
ォ
ー
ク
を
実
践
す
る

グ
ル
ー
プ
を
取
材
す
る

と
、「
腰
が
曲
が
り
家
に

こ
も
っ
て
い
ま
し
た
が
、

川
原
ウ
ォ
ー
ク
を
始
め
て

姿
勢
が
良
く
な
り
、
腰
を

曲
げ
ず
に
歩
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
生
バ
ラ

色
で
す
」
と
76
歳
の
男
性

が
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

た
。

　

川
原
事
務
局
長
は
１
０

０
万
人
の
介
護
を
な
く
す

た
め
東
奔
西
走
し
て
い

る
。
東
大
阪
は
じ
め
各
地

で
講
演
会
を
開
き
、
昨
年

は
延
べ
６
万
５
千
人
以
上

の
高
齢
者
に
対
し
無
料
で

歩
行
指
導
し

た
。

　

ま
た
、
新

し
い
企
画
と

し
て
、
高
齢

者
と
若
者
が

一
緒
に
楽
し

め
る
場
を
作

ろ
う
と
、
早
朝
・
ダ
ン
ス

レ
ッ
ス
ン
を
三
ノ
瀬
公

園
、
御
厨
公
園
、
八
戸
ノ

里
公
園
で
夏
休
み
に
開
い

た
。
指
導
に
当
た
っ
た
の

は
、
こ
の
考
え
に
賛
同
し

た
ダ
ン
ス
・
ス
タ
ジ
オ
・

デ
イ
ジ
ー
の
松
本
健
一
代

表
（
42
）。

　

11
月
３

日
、
４
日
に

は
花
園
中
央
公
園
芝
生
広

場
（
近
鉄
東
花
園
駅
か
ら

徒
歩
10
分
）
で
第
５
回
健

康
寿
命
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
く
予
定
だ
。

縁があり2018年７月14日15日、
近鉄弥刀駅のほど近く御劔神社の

夏祭りでふとん太鼓をかつぐ人びとの
写真を撮らせていただいた。
　この夏祭りは平成６年に発足した、
北之町・西之町・中南之町・新町の４町
からなる友井保存会が運営し、発足し
てからまだ24年の若い団体である。
そう教えてくださったのは、友井保
存会西之町神輿方責任者の木皮勇作
さん（33）だ。
　友井保存会の発足前は友井町とい
う１つの町だったという歴史がり、
今では太鼓台４台・小太鼓２台・御神
輿１台・小神輿１台を有する、総勢
316人の会に成長した。
　御劔神社の祭礼における祭事の伝承
と地域に協力貢献し会員相互の親睦を
目的としており、「会員だけでなく地
元の人に愛され、地元に根付いた祭事
になるよう、新しいことを取り入れ、
新しい人を迎え入れる環境作りをして
いる」と友井保存会のひらけた雰囲気
がうかがえた。
　友井地区・金物町・久宝園・美園町に
在住、または職場のある人は男女問わ

ず保存会に参加することができる
という。
　また、女子部の活動も盛んである
ことが印象的だった。取材をした西
之町も71人の会員の内女子部が28
人で、小太鼓をかつぐ彼女らの気迫
には圧倒されるものがあり、笑顔
でかつぐ彼女らの姿に私もシャッ

ターを押すスピードが速くなった。
之町では太鼓台の太鼓をたたく願

がん

人
じん

と上にのって音頭をとる歌
か

人
じん

が
青年団に任されることになったのが今
から17年前、当時17歳だった初代願
人の木皮勇作さんと当時16歳だった
初代歌人の岩崎信吾さん（32）が太鼓
台を一斉に上げる（さす）時に、かつぐ
人にそのタイミングを伝えるリズムを
２人で懸命に考えたという。２人が
願人・歌人の役目を終えてから、後任
者には「自分たちのスタイルで」と伝
えていたが、17年の時を経て2018
年の青年団の団長である木下竜佑さ
ん（25）は初代のリズムを復活させ
「先輩方の作った伝統を守っていき
たい」と語ったという。自分たちが
やってきたことが伝統になり、若い
人がそれを伝承しようとしてくれて
いることを聞いて目頭が熱くなった
と木皮氏は話してくれた。

はひとりで海外の電車に乗って国
境を越える旅をしながら、それを

利用する人たちや、その土地に住む人
びとの中に溶け込み、その様子を写真
に撮るスタイル。「晴れの日・ケの日」で
いうと「ケの日」を撮影している。そん
な私に夏祭りという「晴れの日」を撮る
という未知の世界の撮影は非常に緊張
した。
　太鼓の音や掛け声「祭りに参加して
いる人たち」と歓声や拍手を送る「見物
に来ている人たち」の間にある誰もい
ない空間にひとりでぽつんと立ってい
る様な不思議な感覚を味わった。ファ
インダー越しに見える世界とシャッ
ター音だけに意識を集中し、周りの人
の高揚を感じながらも冷静に撮るとい
う作業は孤独でもあったが、自分だけ
の特別な世界を持つことができ、心の
奥底から楽しさがにじみ出てくるよう
だった。
　楽しかった気持ちとは裏腹に「いい
写真が撮れた」と納得できる作品は数
えるくらいしかなく「あの瞬間を逃し
てしまった」という悔しい場面を何度
も何度も思い出す。そんな私にカメラ
の師匠である山田哲生氏は「何度も経
験することでしか上手くはならない。
この悔しさを忘れる必要はない」と励
ましてくれた。この悔しい気持ちが未
来の私にもっといい写真を撮らせるこ
とができると信じている。
　何よりも、今回の私の写真を西之町
の人たちが喜んでいただけたら、それ
が一番嬉しいことである。

ふとん太鼓をかつぐ
御劔神社の夏祭り
旅行作家　野田裕子
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（
日
本
・
中
国
共
通
）

小ロット 機械部品加工

〒
577- 

0007 

大
阪
府
東
大
阪
市

　
　
　

 

稲
田
本
町
３―
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東
大
阪
営
業
所

ん
じ

き
び

「
人
引
車
」

災
害
時
対
応
の

こんな時の

必
需
品

大雨 洪水 津波 台風

共同開発

  一般社団法人災害避難研究所
マツモラ産業株式会社

津波緊急時高台避難鎖階段
逃げるんだ・登るんだ

簡単に設置できる、避難はしごの決定版

≪商品紹介≫
～色メリヤスウエス～（１ｋｇ￥350）
～混合ウエス～　　 　（１Kg￥150）
～タオルウエス～　　（１ｋｇ￥400）
～タオル雑巾～          　     （１Ｋｇ￥600）

社会福祉法人ヤンググリーン
障害福祉さぽーとライフグリーン
〒578－ 0905　東大阪市川田４－４－８
ＴＥＬ：072－ 963－ 4838
ＦＡＸ：072－ 963－ 4855

ウエス販売

☆不用になった中古衣料やタオルから、ウエス
に適した原料だけを選別加工し商品として仕上
げました。障がいを持つ利用者が手作業で丁寧
に裁断し、梱包をしています。地球に優しく、
皆様に愛される商品を目指しています。

　

今
回
紹
介
す
る
の
は

サ
ン
ロ
ー
ド
商
店
街
の

イ
タ
リ
ア
料
理
店
「
フ

ィ
ア
ス
ケ
ッ
タ
（
瓢
箪
の
意
）」。
日
本
に
は
世
界

各
国
の
料
理
店
が
あ
る
。

中
華
料
理
は
や
や
日
本
食

の
範
疇
に
近
い
も
の
が
あ

る
が
、
中
で
も
イ
タ
リ
ア

料
理
は
人
気
が
高
い
。
オ

リ
ー
ブ
油
を
多
用
す
る
の

で
苦
手
な
人
も
い
る
が
、

パ
ス
タ
や
ピ
ザ
は
子
ど
も

達
も
大
好
き
だ
。

　

フ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
タ
店
主

の
杜
山
匡
さ
ん
（
44
）
は

２
０
０
５
年
４
月
に
イ
タ

リ
ア
料
理
店
を
開
業
、
母

親
の
雅
子
さ
ん
、
５
人
の

女
性
ス
タ
ッ
フ
（
シ
フ
ト

制
）
と
共
に
美
味
し
い
イ

タ
リ
ア
料
理
を
提
供
し
て

い
る
。

　

杜
山
さ
ん
は
イ
タ
リ
ア

北
部
ト
リ
ノ
市
の
料
理
学

校
で
１
年
間
イ
タ
リ
ア
料

理
の
基
本
を
学
び
、
卒
業

後
５
ツ
星
レ
ス
ト
ラ
ン
を

始
め
と
し
て
イ
タ
リ
ア
各

地
で
レ
ス
ト
ラ
ン
修
業
に

励
ん
だ
。

　

ト
リ
ノ
市
は
過
去
に
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催

さ
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て

い
る
が
、
ド
イ
ツ
と
ス
イ

ス
に
ほ
ど
近
い
工
業
都
市

だ
。
自
動
車
メ
ー
カ
ー
Ｆ

Ｉ
Ａ
Ｔ
（
フ
ィ
ア
ッ
ト
）

が
あ
り
、
関
連
の
部
品
メ

ー
カ
ー
や
機
械
メ
ー
カ
ー

が
数
多
く
存
在
し
て
い

る
。

　

ミ
ラ
ノ
や
ロ
ー
マ
等
の

都
市
に
は
５
ツ
星
レ
ス
ト

ラ
ン
や
派
手
め
な
豪
華
な

店
も
多
い
が
、
イ
タ
リ
ア

各
地
に
は
田
園
風
景
の
中

や
村
は
ず
れ
に
レ
ス
ト
ラ

ン
と
い
う
よ
り
も
「
一
膳

飯
屋
」
風
の
料
理
店
が
あ

る
。
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
も

割
と
多
く
働
い
て
お
り
、

日
本
人
夫
婦
が
経
営
し
て

い
る
店
も
珍
し
く
な
い
。

　

フ
ィ
ア
ス
ケ
ッ
タ
は
サ

ン
ロ
ー
ド
商
店
街
の
メ
イ

ン
通
り
か
ら
住
宅
街
に
し

ば
ら
く
歩
み
を
進
め
た
場

所
に
あ
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
や
店
内
が
多
く
の
花
で

飾
ら
れ
イ
タ
リ
ア
の
田
舎

を
思
わ
せ
る
雰
囲
気
だ
。

　

人
気
メ
ニ
ュ
ー
は
パ
ス

タ
類
、
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
・

海
老
カ
ニ
の
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
・
ア
ン
チ
ョ
ビ
・
カ
ル

ボ
ナ
ー
ラ
等
々
で
あ
り
、

価
格
は
９
０
０
〜

１
、
３
０
０
円
と
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
設
定

だ
。
ワ
イ
ン
は
イ
タ

リ
ア
産
を
精
選
し
て

提
供
し
て
い
る
。

　

お
客
さ
ん
は
地
元

の
方
々
を
始
め
と
し

て
、
病
院
・
小
学
校
・
銀

行
関
係
者
。
紹
介
に
よ
る

お
客
さ
ん
や
リ
ピ
ー
タ
ー

も
数
多
い
。

　

お
母
さ
ん
の
雅
子
さ
ん

に
よ
る
と
、
開
業
以
来
13

年
間
の
累
計
来
客
数
が
20

万
人
を
超
え
た
と
の
こ
と

で
、
１
日
の
平
均
来
客
数

が
40
人
を
超
え
て
お
り
、

い
か
に
繁
盛
し
て
い
る
店

か
が
よ
く
分
か
る
。

　

女
性
ス
タ
ッ
フ
は
近
隣

の
大
学
生

で
あ
り
接

客
態
度
も

ソ
フ
ト
で
評
判
が
よ
い
。

デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム
に
は
ス

タ
ッ
フ
が
ピ
ア
ノ
演
奏
で

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
よ

う
だ
。

 

（
小
川
秀
人
）

東大阪市昭和町7－18
☎072－987-6033
営業時間：11～15時
　　　　　　17～21時
休日：水曜日

フィアスケッタ

枚岡
～瓢箪山商店街めぐり

楽 し い お 店 紹 介 ― ⑭

フィアスケッタ
イタリア料理店

イタリア仕込みの杜山匡さん

シ
ェ
フ
は
伊
５
ツ
星 

レ
ス
ト

ラ　
ン

で
修
業

な
り
違
う
。
健
康
寿
命
と

平
均
寿
命
の
差
は
、
男
性

で
約
９
年
、
女
性
で
約
13

年
。
介
護
を
必
要
と
す
る

年
数
は
長
い
。
平
成
25
年

厚
生
労
働
省
の
調
べ
に
よ

る
と
、
要
介
護
原
因
の
54

パ
ー
セ
ン
ト
が
足
・
歩
行

の
問
題
だ
。
す
り
足
、
歩

幅
の
減
少
、
ふ
ら
つ
き
な

ど
、
姿
勢
の
悪
い
歩
き
方

で
転
倒
す
る
高
齢
者
が
多

い
。

　

歩
け
ば
健
康
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
単
に

歩
く
だ
け
で
は
効
果
が
あ

ま
り
な
い
。
姿
勢
よ
く
歩

　

人
生
１
０
０
年

時
代
。
そ
こ
で
多

く
の
人
が
望
む
の

は
ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ

リ
だ
。
し
か

し
、
現
状
を

見
る
と
、
か

　

第
12
回
ア
ー
バ
ン
ケ
ア

祭
り
が
８
月
26
日
に
ア
ー

バ
ン
ケ
ア
御
厨
（
東
大
阪

市
御
厨
東
１
）
で
開
か
れ

た
。
主
催
は
ア
ー
バ
ン
ケ

ア
夏
祭
り
実
行
委
員
会
。

東
大
阪
市
、
五
百
石
自
治

会
、
玉
泉
院
、
株
式
会
社

エ
ル
モ
ア
、
カ
ミ
商
事
が

特
別
後
援
。
ア
ー
バ
ン
ケ

ア
御
厨
の
母
体
は
、
地
域

の
灯
台
と
し
て
光
を
放
ち

続
け
て
い
る
社
会
福
祉
法

人
由
寿
会
（
由
井
直
子
理

事
長
）
だ
。

　

祭
り
は
同
施
設
の
利
用

者
や
家
族
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
夏
祭
り
と
し
て
定

着
し
、
一
般
市
民
の
来
場

者
も
多
数
。
ま
た
、
野
田

義
和
東
大
阪
市
長
、
宗
清

皇
一
衆
議
院
議
員
は
じ
め

地
域
の
名
士
が
参
加
し
、

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
東
大

阪
市
立
意
岐
部
中
学
校
吹

奏
楽
部
の
軽
や
か
な
演

奏
。
職
員
に
よ
る
よ
さ
こ

い
踊
り
は
迫
力
満
点
で
参

加
者
を
喜
ば
せ
た
。

　

焼
き
そ
ば
、
鯛
焼
き
、

た
こ
焼
き
な
ど
の
屋
台
で

は
、
関
西
女
子
短
期
大
学

や
大
阪
商
業
大
学
の
学
生

が
手
伝
い
、
賑
や
か
だ
っ

た
。

社
会
福
祉
法
人 

由
寿
会

川原ウォーキングを実践する
グループ（御厨公園で）

川
原
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

１
０
０
万
人
の
介
護
を
な
く
す

2018・９・15

　

９
月
１
日
の
「
防
災
の
日
」。
そ
の
数

日
後
、
試
す
か
の
よ
う
に
強
力
台
風
と
震

度
７
が
襲
っ
て
き
た
。

　

９
月
３
日
、
メ
デ
ィ
ア
は
非
常
に
強
い

台
風
21
号
が
４
日
に
上
陸
す
る
と
注
意
喚

起
し
て
い
た
。
４
日
は
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
計
画

運
休
で
多
く
が
「
自
宅
待
機
」「
臨
時
休
業
」
し

た
。
21
号
は
午
後
２
時
頃
、
予
報
通
り
神
戸
市
に

再
上
陸
。
翌
５
日
、
交
通
機
関
は
平
常
運
転
に
戻

り
、
Ｔ
Ｖ
局
は

猛
風
に
舞
う
ト

ラ
ッ
ク
や
飛
散

物
を
、
さ
ら
に
高
潮
に
流
さ
れ
る
コ
ン
テ
ナ
な
ど

の
映
像
を
流
し
て
い
た
。
そ
し
て
翌
６
日
午
前
３

時
８
分
。
北
海
道
で
最
大
震
度
７
「
平
成
胆い

振ぶ
り

東
部
地
震
」
が
発
生
。
厚
真
地
区
の
広
範
囲
な
山

の
崩
落
と
救
出
映
像
に
加
え
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

は
衝
撃
的
だ
っ
た
。
７
日
に
千
歳
空
港
や
北
海
道

新
幹
線
が
、
在
来
線
は
８
日
に
札
幌
近
郊
で
復
旧

し
た
。

　

驚
い
た
の
は
関
西
国
際
空
港
の
機
能
喪
失
だ
。

タ
ン
カ
ー
が
連
絡
橋
を
破
壊
（
立
ち
入
り
禁
止
海

域
の
告
知
や
監
視
は
？　

も
し
悪
人
だ
っ
た
ら
？　

レ
ゴ
ブ
ロ
ッ
ク
型
は
？
）。
停
電
の
な
か
８
千
人

が
孤
立
、
脱
出
は
深
夜
だ
っ
た
（
情
報
伝
達
は
紙

だ
け
？　

暴
動
に
な
っ
た
ら
？　

救
助
船
は
？　

冠
水
鉄
道
？
）。
６
日
昼
に
Ｂ
滑
走
路
か
ら
Ｌ
Ｃ

Ｃ
が
離
陸
し
８
日
に
一
部
の
国
際
便
が
飛
ん
だ
。

　

Ａ
滑
走
路
使
用
は
冠
水
50
セ
ン
チ
、
地
下
の
発

電
設
備
な
ど
全
面
取
り
換
え
や
鉄
路
の
問
題
も
あ

り
長
期
化
か
。
首
脳
会
議
や
ラ
ク
ビ
ー
世
界
大

会
、
２
０
２
５

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
（
安

全
と
安
心
の
宣

言
！
）
が
控
え
る
な
か
西
の
玄
関
・
関
空
の
健
在

ぶ
り
を
示
し
て
欲
し
い
。

　

な
ぜ
「
大
自
然
」
は
か
く
も
無
慈
悲
な
の
か
と

思
う
。
国
は
最
近
の
デ
ー
タ
と
知
見
に
基
づ
い
た

「
新
」
国
土
強
靭
化
計
画
策
定
を
急
い
で
ほ
し
い
。

国
会
は
、
特
に
野
党
は
自
然
災
害
を
検
証
し
つ
つ

国
の
防
衛
と
保
全
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論
す
べ
き

だ
。
技
術
の
進
歩
で
生
活
は
豊
か
に
な
っ
た
。
大

丈
夫
だ
ろ
う
か
。「
安
全
で
も
安
心
で
き
な
い
」

国
な
の
か
。

晴耕雨読

平
成
最
後
の 「
防
災
の
日
」

第12回アーバンケア祭り

川原ウォーキングを開発した川原剛正事務局長

診
療
科　

内
科
・
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７
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西
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９
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国
際
空
港
に
降
り
立
っ

た
。
友
人
も
知
人
も
、
仕

事
の
受
け
入
れ
先
も
な

い
ま
ま
生
活
が
ス
タ
ー

ト
。
英
語
も
話
せ
な
か
っ

た
と
い
う
。
資
金
も
次
第

に
底
を
つ
き
、
工
場
で
寝

泊
ま
り
す
る
日
々
が
続
い

た
。
時
に
は
現
地
の
ホ
ー

ム
レ
ス
に
食
べ
物
を
与
え

て
も
ら
っ
て
い
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
明
日
の

ご
飯
を
ど
う
や
っ
て
増
や

し
て
い
く
か
を
考
え
、
が

む
し
ゃ
ら
に
仕
事
を
探
し

た
。
す
る
と
次
第
に
仕
事

は
軌
道
に
乗
り
始
め
た
。

そ
し
て
帰
国
す
る
ま
で
の

５
年
間
、
輸
出
、
修
理
な

ど
、
自
動
車
に
関
わ
る
全

般
分
野
を
猛
勉
強
で
習
得

し
た
。
帰
国
後
、
翌
年
の

自
身
30
歳
の
誕
生
日
に
今

の
店
を
創
業
。
見
事
、
夢

の
実
現
を
果
た
す
こ
と
と

な
っ
た
。

　
「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｙ
，Ｓ
」
と
い
う
名
前

の
由
来
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

で
出
会
っ
た
一
人
の
白
人

男
性
か
ら
の
一
言
だ
っ

た
。
元
々
、
フ
ォ
ー
ド
と

お
よ
そ
同
年
代
の
ギ
ャ
ン

グ
ス
ト
リ
ー
ト
系
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
が
好
き
だ
っ
た
串

田
さ
ん
。
そ
の
ヤ
ン
チ
ャ

で
奇
抜
な
格
好
を
目
に
し

た
そ
の
男
性
は
こ
う
言
っ

た
と
い
う
。「
お
前
は
俺

が
シ
カ
ゴ
に
旅
行
に
行
っ

た
時
に
見
か
け
た
奴
ら
と

同
じ
よ
う
な
服
装
を
し
て

い
る
。
お
前
は
シ
カ
ゴ

ボ
ー
イ
や
な
！
」。
そ
の

名
車
フ
ォ
ー
ド
を
日
本
に
定
着
さ
せ
た
い

 

シ
カ
ゴ
ボ
ー
イ 

東
大
阪
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端 
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の
挑
戦
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「〝
他
者
〞
だ
」

　
〝
水
原
翔
平
〞
は
他
者
と
の
関
係
性
の
中
で
は
じ

め
て
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
相
手
が
自
分
の
こ
と
を

〝
水
原
翔
平
〞
だ
と
思
っ
た
時
に
、
は
じ
め
て
〝
水

原
翔
平
〞に
な
る
こ
と
が
で
き
る
。八
柳
の
思
う
〝
水

原
翔
平
〞、
専
務
の
思
う
〝
水
原
翔
平
〞、
妹
で
あ
る

美
樹
の
思
う
〝
水
原
翔
平
〞、
そ
し
て
神
田
真
奈
の

思
う
〝
水
原
翔
平
〞。

　

そ
の
一
つ
ず
つ
の
〝
水
原
翔
平
〞
は
そ
れ
ぞ
れ
に

全
く
違
っ
た
印
象
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
は
全
て
個
人
の
中
で
瑞
々
し
く
生
き
る
〝
水
原
翔

平
〞
な
の
だ
。
他
社
と
の
繋
が
り
の
中
で
初
め
て
翔

平
は
自
分
自
身
の
存
在
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

だ
そ
う
思
う
と
翔
平
は
急
に
、
何
と
も
言
え
な
い
あ

た
た
か
い
感
情
が
溢
れ
出
し
た
。
そ
れ
は
自
分
と
関

り
を
持
っ
た
全
て
の
人
間
に
対
す
る
│
〝
愛
お
し
さ

〞
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
大
な
り
小

な
り
、
尺
度
の
差
は
あ
る
だ
ろ
う
が
、
今
ま
で
出
会

っ
て
き
た
人
の
数
だ
け
〝
水
原
翔
平
〞
は
存
在
す
る
。

そ
の
一
人
一
人
の
〝
水
原
翔
平
〞
を
力
い
っ
ぱ
い
抱

き
し
め
た
い
気
分
だ
っ
た
。

　

相
手
の
中
で
自
分
自
身
は
生
息
し
て
い
る
。
も
っ

と
い
う
と
、
自
分
の
〝
あ

り
た
い
姿
〞
│
そ
れ
は
つ

ま
り
理
想
の
姿
は
相
手
の

中
で
し
か
息
を
し
な
い
。

な
ら
ば
、〝
水
原
翔
平
〞

を
輝
か
せ
よ
う
と
思
え

ば
、
他
者
の
中
の
彼4

を
光

ら
せ
る
し
か
な
い
の
だ
。

そ
う
思
う
だ
け
で
、
肚
の

底
に
熱
い
も
の
が
滾
る
の

を
感
じ
た

　

そ
し
て
翔
平
の
思
考
は
な
め
ら
か
に
ス
ラ
イ
ド
し

て
い
く
。
他
者
の
中
に
自
分
自
身
が
存
在
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
極
端
に
言
う
と
他
者
の
中
に
し
か
自
分
自

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

身
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
れ
ば

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、〝
自
分
〞
と
い
う

他
者
の
中
に
も
〝
水
原
翔
平
〞
は
存
在
す
る
に
違
い

な
い
。〝
自
分
〞
と
い
う
存
在
は
究
極
的
な
視
点
か

ら
見
れ
ば
一
人
の
絶
対
的
な
〝
他
者
〞
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
自
分
自
身
の
抱
く
イ
メ
ー
ジ
の
中
の
〝
水
原

翔
平
〞。
そ
れ
は
誰
と
も
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
唯
一
無
二
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
無
形
の
偶
像
は

い
つ
だ
っ
て
自
在
に
変
化
す
る
こ
と
が
可
能
な
の

だ
。
水
原
翔
平
が
〝
水
原
翔
平
〞
の
イ
メ
ー
ジ
を
育

て
て
い
く
。
そ
し
て
そ
れ
は
嘘
偽
り
の
な
い
自
分
自

身
の
姿
で
も
あ
る
。

　

カ
ッ
プ
の
中
に
残
っ
た
冷
た
い
コ
ー
ヒ
ー
、
そ
の

水
面
が
ま
だ
ら
な
光
を
描
き
な
が
ら
揺
れ
る
の
を
見

つ
め
た
ま
ま
、
翔
平
は
そ
う
思
っ
た
。

　
「
神
田
真
奈
に
告
白
し
よ
う
」

　

自
分
が
何
者
で
あ
る
の
か
を
伝
え
た
い
わ

け
で
は
な
い
。
自
分
自
身
の
中
の
〝
水
原
翔

平
〞
と
神
田
真
奈
の
中
の
〝
水
原
翔
平
〞
さ

え
は
っ
き
り
と
存
在
し
て
い
れ
ば
い
い
の

だ
。
嘘
で
も
な
い
、
偽
り
で
も
な
い
、
ま
や

か
し
で
も
、
悪
夢
で
も
な
い
。
本
当
の
〝
水

原
翔
平
〞
は
、
自
分
と
神
田
の
心
の
中
に
し

か
い
な
い
の
だ
か
ら
。

　

地
震
、
大
雨
、
雷
、
立
て
続
け
に
起
こ
る
天
災
。

神
様
が
怒
り
狂
っ
て
い
る
。
め
く
る
め
く
異
常
気
象

は
神
の
メ
ン
ヘ
ラ
に
よ
る
も
の
だ
と
八
柳
は
言
っ

た
。
翔
平
は
自
分
自
身
に
起
き
た
異
変
も
そ
の
神
の

興
奮
に
よ
る
と
ば
っ
ち
り
だ
と
し
た
ら
た
ま
っ
た
も

ん
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
。

　

一
度
考
え
始
め
る
と
、
結
局
〝
自
分
と
は
何
な
の

か
？
〞
と
い
う
と
こ
ろ
に
行
き
つ
く
。
つ
ま
り
〝
水

原
翔
平
〞
と
は
何
か
。
外
見
だ
け
で
そ
れ
を
判
断
で

き
る
と
い
う
の
か
。
そ
れ
と
も
心
が
そ
れ
を
形
成
し

て
い
る
の
か
。
外
見
と
内
面
ど
ち
ら
を
も
含
め
て
は

じ
め
て
〝
水
原
翔
平
〞
と
し
て
成
立
す
る
の
で
は
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
そ
の
ど
ち
ら
か

を
欠
い
て
し
ま
え
ば
、〝
水
原
翔
平
〞
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
わ
け
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な

自
問
自
答
を
繰
り
返
し
て
い
く
う
ち
に
、
翔
平
は
深

い
思
考
の
沼
に
彷
徨
い
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。〝
自
分

自
身
〞
は
確
か
に
〝
自
分
自
身
〞
で
あ
る
が
、
そ
れ

を
証
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

例
え
ば
、
変
身
す
る
前
の
〝
水
原
翔
平
〞
と
し
た

後
の
〝
水
原
翔
平
〞
は
別
人
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
そ

れ
は
〝
見
た
目
〞
と
い
う
点
に
お
い
て
大
き
な
違
い

が
認
め
ら
れ
る
の
だ
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
翔

平
の
内
面
自
身
も
変
わ
っ

て
い
る
。

　

見
た
目
が
美
し
く
〝
変

態
〞
し
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
一
つ
一
つ
の
振
る
舞

い
に
自
信
が
宿
っ
た
。
ま

た
、
本
を
読
む
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
れ
は
自
身
に
起

き
た
奇
怪
な
現
象
を
解
決
す
る
た
め
。
自
身
の
外
側

の
世
界
に
〝
答
え
〞
を
見
出
す
こ
と
の
可
能
性
を
知

っ
た
と
も
言
え
る
。
ま
た
、
大
し
た
こ
と
で
は
驚
か

な
く
な
っ
た
（
自
分
に
起
き
た
出
来
事
に
比
べ
れ
ば

ほ
と
ん
ど
の
こ
と
は
驚
く
に
値
し
な
い
）。
以
前
で

は
考
え
ら
れ
な
い
変
化
は
、
神
田
真
奈
の
告
白
を
断

る
と
い
う
自
我
が
芽
生
え
て
い
た
こ
と
だ
。
こ
れ
は

翔
平
自
身
に
と
っ
て
も
気
付
か
い
な
い
間
に
育
ま
れ

て
い
た
感
情
で
あ
っ
た
。

　

つ
ま
り
、
何
が
言
い
た
い
の
か
と
い
う
と
外
見
的

な
変
化
だ
け
で
な
く
、変
身
す
る
前
の
〝
水
原
翔
平
〞

の
内
面
は
変
身
後
の
そ
れ
と
全
く
別
物
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
身
体
だ
け
で
な
く
、
心
さ
え
別

人
な
の
だ
か
ら
そ
の
者
が
〝
水
原
翔
平
〞
で
は
な
い

の
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
。〝
水

原
翔
平
〞
は
紛
れ
も
な
く
〝
水
原
翔
平
〞
で
あ
る
。

で
は
、
彼
が
自
分
自
身
を
〝
水
原
翔
平
〞
と
決
定
づ

け
る
も
の
は
何
な
の
か
。

　

カ
フ
カ
の
「
城
」
を
読
み
終
え
、
外
が
明
る
ん
で

い
る
の
に
翔
平
は
気
付
い
た
。
窓
の
向
こ
う
に
目
を

や
る
と
靄
が
白
ん
で
い
た
。
い
つ
の
間
に
か
陽
が
出

て
い
た
ら
し
い
。
時
計
を
見
る
と
針
は
５
時
50
分
を

指
し
て
い
た
。
カ
ッ
プ
に
手
を
伸
ば
す
と
中
の
表
層

に
光
を
宿
し
た
黒
い
コ
ー
ヒ
ー
は
冷
た
く
な
っ
て
い

た
。

　

自
分
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
る
こ
と
。

自
分
と
は
一
体
何
な
の
か
。
窓
の
外
、
光
に
包
ま
れ

な
が
ら
霞
む
山
並
み
を
眺
め
て
、
ひ
ど
く
明
瞭
な
翔

平
の
思
考
は
答
え
を
導
き
出
し
た
。

河
内
の
カ
フ
カ嶋津 

亮
太

（
八
尾
市
在
住
の
小
説
家
）

連 載

小 説

―⑳―

次
号
（
10
月
15
日
付
）
に
続
く

河内のカフカ

　
「
私
た
ち
日
本
人
は
長
い
間
『
日
出
処
の
天
子
』
は

聖
徳
太
子
で
あ
る
と
信
じ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

れ
は
何
の
根
拠
も
な
く
作
り
上
げ
ら
れ
た
虚
像
だ
っ
た

の
で
す
」

　

こ
れ
は
、本
書
の
書
き
出
し
の
文
章
で
あ
る
。
で
は
、

そ
れ
は
一
体
誰
な
の
か
。こ
の
問
い
に
答
え
る
た
め
は
、

も
う
一
つ
日
本
人
が
信
じ
て
き
た
虚
像
を
く
つ
が
え
す

必
要
が
あ
る
。そ
れ
は
、中
国
史
書
に
出
て
く
る「
倭
国
」

「
倭
」
は
「
日
本
国
」
の
古
い
呼
び
名
で
あ
る
と
い
う

思
い
込
み
で
あ
る
。
中
国
史
書
の
一
つ
「
旧
唐
書
」
に

は
「
倭
国
」
と
「
日
本
国
」
は
別
の
王
朝
で
あ
る
と
証

言
し
て
い
る
、
と
著
者
た
ち
は
言
う
。
天
皇
家
・
大
和

朝
廷
だ
け
が
昔
か
ら
日
本
列
島
を
支
配
し
て
き
た
と
い

う
一
元
史
観
か
ら
、
近
畿
・
天
皇
家
以
外
に
他
の
地
域

に
も
王
権
が
あ
っ
た
と
す
る
多
元
史
観
の
立
場
を
「
旧

唐
書
」
は
指
示
し
て
い
る
、
と
。

　
「
日
出
る
処
の
天
子
」
の
支
配
領
域
に
阿
蘇
山
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
九
州
の
王
朝
で
あ
る
。
そ
の
天
子
の
名

前
は
阿
毎
・
多
利
思
北
孤
と
名
乗
っ
て
い
る
。
従
来
の

聖
徳
太
子
に
比
定
さ
れ
た
厩
戸
皇
子
と
は
ま
っ
た
く
の

別
人
で
あ
る
。
な
お
か
つ
、
近
畿
・
天
皇
家
と
は
別
の

王
朝
の
人
で
あ
る
、
と
著
者
た
ち
は
主
張
す
る
。

　

そ
れ
は
、
西
暦
52
年
に
中
国
か
ら
「
漢
委

奴
国
王
」
と
い
う
金
印
を
授
か
っ
た
王
、
卑

弥
呼
が
支
配
し
た
邪
馬
台4

国
、
倭
の
五
王
と

代
々
続
い
て
き
た
九
州
の
流
れ
に
連
な
る
王

（
天
子
は
自
称
）
だ
と
す
る
。

　

聖
徳
太
子
の
考
察
か
ら
、
我
々
日
本
人
の

多
く
が
知
ら
な
か
っ
た
古
代
史
像
を
提
出
し

て
い
る
。
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
い
本
書

は
次
代
を
担
う
若
い
人
々
に
好
個
の
古
代
史

入
門
書
と
な
っ
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
☎

０
７
５
―
５
８
１
―
５
１
９
１
）
へ
。

　

国
内
外
で
昆
虫
写
真
を
撮
り
続
け
て
い
る
写
真
家
夫

婦
武
田
憲
幸
さ
ん
、
久
美
子
さ
ん
が
10
年
の
歳
月
を
か

け
て
ま
と
め
た
写
真
集
が
８
月
に
ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
か

ら
出
た
。
高
嶋
秀
子
さ
ん
に
よ
る
ハ
ー
ト
フ
ル
な
ポ
エ

ム
、
高
嶋
遥
華
さ
ん
に
よ
る
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
イ
ラ
ス

ト
が
写
真
を
引
き
立
て
る
。

　

英
訳
付
き
で
、
外
国
の
子
ど
も
た
ち
も
読
め
る
。
ま

た
、
目
の
不
自
由
な
読
者
の
た
め
に
音
声
デ
ー
タ
を
作

成
し
、
視
覚
障
害
者
情
報
総
合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
サ
ピ

エ
」に
登
録
し
て
お
り
、希
望
者
は
誰
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
聞
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

著
者
の
師
匠
で
あ
る
自
然
写
真
家
の
海
野
和
男
さ
ん

が
推
薦
文
を
寄
せ
て
い
る
。

　

全
国
書
店
で
発
売
中
（
発
売
元
、
新
風
書
房
）。
問

い
合
わ
せ
は
ド
ニ
エ
プ
ル
出
版
（
☎
０
７
２
―
９
２
６

―
５
１
３
４
）
へ
。

き
方
を
教
わ
っ
た
。

　

元
々
、
大
手
自
動
車
販

売
会
社
に
勤
め
て
い
た
と

い
う
串
田
さ
ん
。
４
、
５

年
働
い
た
後
、「
ク
ラ
シ
ッ

ク
カ
ー
の
店
を
持
つ
」
と

い
う
夢
の
実
現
の
た
め
、

生
涯
安
定
を
捨
て
単
身
で

ア
メ
リ
カ
へ
。
鞄
１
つ
を

片
手
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

実
際
に
商
品
を
見
て
、
現

地
と
手
続
き
を
行
い
、
日

本
の
車
検
に
通
し
て
か
ら

お
客
様
に
納
品
す
る
と
い

う
。
こ
の
徹
底
さ
れ
た
業

務
工
程
に
は
、
20
代
の
頃

の
ア
メ
リ
カ
生
活
で
の
経

験
が
大
き
な
基
盤
と
な
っ

て
い
た
。
串
田
さ
ん
は
こ

の
場
所
で
、
人
生
の
も
が

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
感
溢
れ
る

ガ
レ
ー
ジ
に
は
１
９
２
６

年
型
の
ア
メ
リ
カ
の
名

車
「
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
」
が

ど
っ
し
り
と
た
た
ず
み
来

客
を
出
迎
え
る
。
異
国
の

雰
囲
気
漂
う
こ
の
場
所
は

東
大
阪
市
高
井
田
に
店
を

構
え
る
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｏ

Ｂ
Ｏ
Ｙ
，Ｓ
（
シ
カ
ゴ
ボ
ー

イ
ズ
）。
ア
メ
リ
カ
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
輸
入
販

売
、修
理
を
行
っ
て
い
る
。

１
台
の
注
文
に
つ
き
、
１

度
渡
米
す
る
と
い
う
代
表

の
串
田
達
哉
さ
ん
（
38
）。

「
シ
カ
ゴ
ボ
ー
イ
」
と
い

う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が
帰
国

し
て
か
ら
も
ず
っ
と
頭
の

中
に
残
っ
て
い
た
。

　

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
夢

に
つ
い
て
聞
く
と
、「
ま

だ
ま
だ
日
本
で
フ
ォ
ー
ド

は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

も
ち
ろ
ん
皆
に
乗
っ
て
も

ら
い
た
い
と
は
思
わ
な

い
。
し
か
し
、
そ
れ
を
街

で
見
か
け
た
方
が
『
あ
、

フ
ォ
ー
ド
や
ね
』
と
言
っ

て
も
ら
え
る
、
そ
う
い
う

文
化
を
定
着
さ
せ
て
い
き

た
い
」と
話
し
て
く
れ
た
。

ヤ
ン
チ
ャ
な
見
た
目
と
は

裏
腹
に
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

へ
の
思
い
は
熱
い
。「
シ

カ
ゴ
ボ
ー
イ
」
こ
と
串
田

達
哉
さ
ん
の
挑
戦
は
ま
だ

ま
だ
続
く
。

 

（
石
井
稜
）

香
港
の
少
年
（
右
）
を
指
導
す
る
澤
田
平
さ
ん

紙芝居師の久森敬次さんイラストレーターの智多ともさん

「
日
出
処
の
天
子
」 は
誰
か

大
下
隆
司
・
山
浦
純
著

B５判117頁上製本 （フルカラー）
定価3,240円 （税込み）

CHICAGOBOY’S
代表 串田達哉さん

香
港
か
ら
忍
者
修
行
に
来
日

広域  元祖忍者道場に
　

空
前
の
忍
者
ブ
ー
ム
で
日
本
中
が
湧
い
て

い
る
。
全
国
各
地
で
忍
者
教
室
や
忍
者
イ
ベ

ン
ト
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
元
祖
と
も

い
う
べ
き
忍
者
道
場
が
近
鉄
今
里
駅
近
く
に

あ
る
。
道
場
主
は
テ
レ
ビ
東
京
の
人
気
番
組

「
開
運
！　

な
ん
で
も
鑑
定
団
」
で
お
馴
染

み
の
鑑
定
士
、
澤
田
平
さ
ん
（
83
）
だ
。

　

８
月
22
日
は
香
港
か
ら
家
族
連
れ
で
「
忍

者
体
験
」
に
や
っ
て
き
た
。
忍
者
装
束
に
身

を
包
み
、
手
裏
剣
や
弓
矢
、
吹
き
矢
、
刀
な

ど
次
々
と
忍
者
修
行
を
行
っ
た
。
外
国
人
に

と
っ
て
、
忍
者
は
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
神
秘
的

な
存
在
な
の
だ
ろ
う
。
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
お
じ
い
さ
ん
も
お
ば
あ
さ
ん
も
目
を
輝

か
せ
な
が
ら
修
行
に
励
ん
で
い
た
。

中
甚
兵
衛
展
〜
大
和
川

の
流
れ
を
か
え
た
男

　
「
中
甚
兵
衛
展
〜
大
和
川
の
流
れ
を
か
え

た
男
」
が
８
月
21
日
〜
９
月
９
日
に
旧
川
澄

家
（
東
大
阪
市
日
下
町
７
―
６
―
３
）
で
開

か
れ
た
。
江
戸
時
代
、
大
和
川
の
度
重
な
る

洪
水
被
害
で
農
民
は
苦
し
ん
で
い
た
。
見
る

に
見
か
ね
た
中
甚
兵
衛
は
農
民
で
あ
り
な
が

ら
50
年
近
く
に
わ
た
り
幕
府
に
請
願
し
、
付

け
替
え
工
事
に
至
っ
た
。

　

８
月
26
日
に
は
講
演
会
が
開
か
れ
、「
中

甚
兵
衛
物
語
」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域
情
報
支

援
ネ
ッ
ト
）
の
漫
画
を
手
が
け
た
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
の
智
多
と
も
さ
ん
（
32
）
が
出
版

ま
で
の
苦
労
話
を
話
し
た
上
で
、
中
甚
兵
衛

の
功
績
を
称
え
た
。
そ
の
後
、
紙
芝
居
師
の

久
森
敬
次
さ
ん
（
63
）
が
紙
芝
居
で
中
甚
兵

衛
の
生
涯
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹
介
し
た
。

紙芝居で生涯を紹介

Ａ５判２４８頁並製本
定価１， ９４４円 （税込み）

身近な小さい生き物たち
武田憲幸・久美子著 話

題
の
新
刊

　評論は、原作からの引用は、忠実で正確であるこ
とが求められる。引用と評論者の解釈は明確に線引
きしておかれなければならない。なぜなら読者に誤
解をあたえるからだ。特に、読者がその作品を未読
であればなおさらのことである。
　おそらく、1960 年代の安保闘争を経験した同時
代の読者は読んでいるかもしれないが、はたして現
代の若い世代で、大江健三郎の「セヴンティーン」「政
治青年死す」に目を通した読者がどれくらいいるだ
ろうか。もし読んでいない読者が、星野智幸の「右
傾化する現在　精緻に解析」を読めば、星野の評論
を信じるだろう。その結果、大江について誤った作
家観、作品観を与たえてしまうかもしれない。それ
だけに、評論者の、特に大新聞の評論の責任は大き
いと思う。
　星野の評論を読んでみよう。まず「右傾化する
…」という仰々しいタイトル。星野は、右傾化とは
どのような意味で使っているのか不明だ。「執筆さ

れた 1960 年代は、安保闘争を通じてリベラルと右
派が激しく対立した時代だった」と書いているが、
左派とリベラルを同位置におけるのか大いに疑問だ
が、なぜ右派に対して左派と言わないのか。「右傾
化…」の見出しから始まり「自分の弱い生をまもる
ためにあいつら（左派）を殺しつくそう、それが正
義だ」という右翼皇道派のボスであり、17 歳の「お
れ」を染め抜いていく「逆木原国彦」の言葉を引用
している。しかし、この短い引用文は、逆木原の長
い左派批判論の最期だけ抜粋している。これはレー
ニンが叫んだ言葉らしい。
　逆木原が「おれ」にいう。「現代にはじまって右
のテロと左のテロとどちらが多いと思う？（中略）
強制収容所はナチスだけじゃない。ソ連のやつが
もっとひどいんだ。あいつら（日本の左派連中）の
代表が中共へ行って人民の膏

こ う け つ

血しぼった金でタダ飯
くわせてもらって、日本軍国主義は大虐殺しました、
（中略）どうかお許しくださいと日本帝国臣民の名
においてだよ、謝ってきてくれたそうだ。（中略）
諸君、自分の弱い生命をまもるためにあいつらを殺
しつくそう、それが正義だ」。
　長い引用であるが、未読者は、全編を読めば星野
の引用の仕方に違和感を覚えるはずだ。 （つづく）

寄 稿
星
野
智
幸 

「
右
傾
化
す
る
現
在  

精
緻
に
解
析
」 を
読
ん
で

 

（
朝
日
新
聞
９
月
２
日
付
）

フ
ォ
ー
ド
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
串
田
達
哉
さ
ん

大 江 健 三 郎 論 を 斬 る
「ことば」 の独り歩きの危険性 笑子会主宰 池渕修

ポエムとイラスト入り
子どもから大人まで楽
しめる昆虫写真集



東　　　 大　　　 阪（３） （昭和29年４月24日　第 3 種郵便物認可） 毎月１日・ 15日発行平成３０年９月１５日（土）

左端は唐住康雄理事長、右から 2人目が野田義和東大阪市長

や
は
り
自
分
好
み
に
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
が
で
き
る
こ
と
。

４
段
階
に
分
け
ら
れ
た
氷

の
量
、
甘
さ
、
そ
し
て
６

つ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
の
中
か

ら
３
つ
ま
で
を
選
べ
、
他

と
は
違
う
自
分
だ
け
の
ド

リ
ン
ク
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。
ト
ッ
ピ
ン

グ
は
パ
ー
ル（
タ
ピ
オ
カ
）、

ミ
ル
ク
フ
ォ
ー
ム
、
ア
ロ

エ
、
ナ
タ
デ
コ
コ
、
バ
ジ

ル
シ
ー
ド
、
グ
ラ
ス
ジ
ェ

リ
ー
。
特
に
、
貢
茶
自
慢

と
い
う
パ
ー
ル
は
台
湾
か

ら
直
輸
入
し
、
直
伝
の
レ

シ
ピ
で
丁
寧
に
仕
込
ん
で

い
る
。
も
ち
も
ち
の
食
感

は
く
せ
に
な
る
こ
と
間
違

い
な
し
。

　

梅
田
茶
屋
町
店
の
代

表
で
あ
る
梅
田
剛
さ
ん

（
49
）
は
「
客
層
と
し
て

は
や
は
り
女
性
が
中
心
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

そ
の
言
葉
通
り
、
店
内
は

女
性
客
が
９
割
以
上
を
占

め
て
い
た
。
伊
丹
市
か
ら

来
た
と
い
う
女
性
（
17
・

学
生
）
は
「
東
京
に
遊
び

に
行
っ
た
時
に
初
め
て
飲

み
ま
し
た
。
ま
た
飲
み
た

い
と
思
っ
て
い
た
の
で
近

く
に
で
き
て
嬉
し
い
で

す
」
と
話
し
た
。
近
く
の

職
場
か
ら
来
た
と
い
う
女

性
（
24
・
看
護
師
）
は

「
今
ま
で
は
天
王
寺
ま
で

買
い
に
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
こ
れ
で
便
利
に
な
り

ま
す
」
と
話
し
た
。

　

立
地
の
良
い
こ
の
場
所

に
で
き
た
こ
と
で
人
気
を

博
す
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
だ
ろ
う
。

　

Ｇ
Ｍ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
）
の
神
元
誠

司
さ
ん
は
「
日
本
で
は
ま

だ
馴
染
み
の
な
い
台
湾
茶

を
も
っ
と
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
２

０
２
０
年
ま
で
に
１
０
０

店
舗
の
展
開
を
達
成
す
る

こ
と
、
こ
れ
は
目
標
と
い

う
よ
り
は
通
過
点
で
す
」

と
力
強
く
語
っ
た
。

 

（
石
井
稜
）

政
治
家
の
た
め
の
政
治
か
ら
市
民
の
た
め
の
政
治
へ

貢茶ファンの女子大生

本田やつかさん （左） のマジックショー もり・けんさん （右） のハーモニカ演奏Terry, and more の演奏若い女性であふれる店内
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パス

社会福祉法人

杏林福祉会

広域

　

平
成
29
年
ま
で
に
亡
く
な
っ
た
方
の
相

続
税
申
告
に
お
け
る
土
地
の
評
価
は
「
広

大
地
の
評
価
方
法
」
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
60
％
以
下
に
評
価
額
を
下
げ
る
こ
と

で
き
る
た
め
、
税
理
士
も
税
務
当
局
も

苦
労
し
て
い
る
と

い
う
話
の
つ
づ
き

で
す
。
マ
ン
シ
ョ

ン
に
適
し
て
い
る

土
地
で
な
い
場
合

で
、
標
準
的
な
宅

地
規
模
に
比
べ
て

広
い
場
合
は
適
用

に
な
る
と
い
う
こ

と
こ
ろ
ま
で
説
明

を
し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
そ

の
土
地
に
道
路
が
必
要
か
ど
う
か
。
道
路

が
必
要
と
な
れ
ば
、
評
価
額
を
下
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で
厄
介

な
問
題
が
で
て
き
ま
す
。路
地
状
開
発（
旗

竿
の
様
に
土
地
を
文
筆
す
る
こ
と
）
を
す

れ
ば
道
路
は
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。
路

地
状
に
す
れ
ば
、
ど
ん
な
土
地
も
ま
ず
公

道
は
い
ら
な
く
な
り
ま
す
。
法
律
上
は
、

「
一
般
的
に
路
地
状
開
発
を
し
て
い
る
地

域
」
か
ど
う
か
が
論
点

に
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

地
域
は
ま
ず
な
い
と
思

う
の
で
す
が
、
訳
が

あ
っ
て
路
地
状
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
わ

け
で
す
。
こ
れ
を
ど
う

や
っ
て
見
分
け
る
の
で

し
ょ
う
か
。
税
務
当
局

は
路
地
上
開
発
と
立
証

し
た
い
の
で
す
。
税
理

士
は
路
地
状
開
発
で
な

い
方
に
し
て
節
税
を
図
り
た
い
の
が
本
音

で
す
。

　

あ
る
エ
リ
ア
を
調
べ
て
み
る
と
路
地
状

開
発
を
20
箇
所
以
上
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

を
理
由
に
税
務
当
局
は
路
地
状
開
発
を
一

般
的
に
行
っ
て
い
る
地
域
と
主
張
。
さ
す

が
に
数
か
ら
い
う
と
結
構
な
数
で
あ
る
の

で
、
路
地
状
開
発
地
域
と
見
え
ま
す
が
、

実
際
は
１
つ
１
つ
の
現
場
を
当
り
、
な
ぜ

路
地
場
開
発
を
し
た
の
か
を
確
認
す
る
必

要
が
で
て
き
ま
す
。
調
べ
て
み
る
と
や
む

を
得
ず
路
地
状
に
し
て
い
る
地
域
が
圧
倒

的
に
多
い
の
で
す
。
１
つ
の
土
地
の
前
に

息
子
夫
婦
、
奥
の
家
に
親
の
実
家
と
す
る

と
路
地
に
し
て
も
何
の
問
題
も
な
い
の
で

す
。
文
筆
を
し
て
い
な
い
の
で
す
。
１
つ

の
土
地
を
わ
け
て
使
っ
て
い
て
、
奥
の
土

地
に
入
る
の
に
路
地
が
あ
る
だ
け
な
の
で

す
。
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
様
な
土
地
で
し
た
。

こ
れ
を
ど
う
や
っ
て
見
分
け
る
の
で
し
ょ

う
か
。
古
い
地
図
と
比
較
し
た
り
、
住
宅

地
図
と
に
ら
め
っ
こ
し
た
り
、
間
口
を
測
っ

た
り
す
る
こ
と
で
結
論
が
出
せ
ま
し
た
が
、

大
変
す
ぎ
る
評
価
方
法
だ
と
感
じ
ま
す
。

改
正
に
な
っ
て
、
し
か
る
べ
し
で
す
。

笑う笑う
税理士

大きな土地の評価方法が変わった③

29

税理士 上西　知

◎
財
政
の
健
全
化
を
進
め
る

大
松
け
い
す
け
「
本
日
は
お
忙
し
い
中
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
さ
っ
そ
く
で
す
が
、
市
長
に
就
任

を
さ
れ
て
最
初
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
は
何
で
す

か
」

ふ
け
正
浩
「
次
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い
安
定
し
た

市
政
運
営
の
た
め
に
も
財
政
の
健
全
化
は
必
須
と
考

え
て
い
ま
し
た
の
で
、
ま
ず
、
市
の
ト
ッ
プ
で
あ
る

私
や
特
別
職
の
給
料
は
20
％
カ
ッ
ト
、
１
期
４
年
ご

と
に
も
ら
え
る
市
長
の
退
職
金
１
、 

２
０
０
万
円
は

受
け
取
ら
ず
に
０
円
と
決
め
ま
し
た
。
そ
の
他
、
組

織
の
ス
リ
ム
化
や
市
役
所
業
務
の
民
間
へ
の
ア
ウ
ト

ソ
ー
シ
ン
グ
（
外
部
委
託
）
な
ど
の
行
革

に
取
り
組
み
、
財
政
の
健
全
化
を
一
歩
ず

つ
進
め
て
い
ま
す
。
夢
あ
ふ
れ
る
施
策
を

展
開
し
、
人
口
減
少
を
ス
ト
ッ
プ
し
、
50

年
、
１
０
０
年
と
誰
も
が
笑
顔
で
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

大
松
「
何
を
す
る
に
も
必
ず
財
源
が
必
要

で
す
か
ら
ね
。
八
尾
市
で
は
借
金
が
減

る
こ
と
な
く
２
、 ２
０
０
億
円
も
の
借
金

が
あ
り
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
な
い
と

い
っ
た
状
況
で
す
が
」

ふ
け
「
私
も
八
尾
市
の
元
職
員
で
し
た
の

で
、
厳
し
い
状
況
は
把
握
し
て
い
ま
す
。

借
金
を
す
る
の
は
簡
単
で
す
が
、
借
金
に

依
存
す
る
体
質
は
ダ
メ
で
す
。
昨
年
の
市

長
就
任
以
来
、
新
た
な
財
源
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ

い
て
は
、
相
当
な
努
力
を
し
て
い
ま
す
」

大
松「
で
は
、新
た
に
生
ま
れ
た
財
源
を
使
っ
て
行
っ

て
い
る
事
業
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
下
さ
い
」

◎
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
全
力
応
援

ふ
け
「
子
育
て
を
応
援
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
家

庭
の
経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
質
の
高
い
幼
児
教
育

を
保
障
す
る
た
め
、
今
年
の
９
月
か
ら
す
べ
て
の
５

歳
児
の
教
育
無
償
化
を
始
め
ま
す
。
市
内
の
公
立
・

私
立
に
関
係
な
く
、
幼
稚
園
は
無
料
、
保
育
所
は
半

額
（
教
育
費
相
当
分
を
無
料
）
に
し
ま
す
」

大
松
「
い
よ
い
よ
、
柏
原
市
で
も
教
育
無
償
化
が
実

現
す
る
の
で
す
ね
。
ふ
け
市
長
と
私
の
共
通
の
仲
間

で
も
あ
る
大
阪
市
、
守
口
市
、
門
真
市
の
市
長
も
教

育
無
償
化
を
始
め
と
し
た
、
子
育
て
支
援
策
の
拡
充

を
す
で
に
行
っ
て
い
ま
す
ね
」

ふ
け
「
そ
う
で
す
ね
。
あ
と
、
子
育
て
期
間
は
学
費

や
マ
イ
ホ
ー
ム
の
購
入
資
金
な
ど
多
く
の
費
用
が
必

要
で
す
。
柏
原
市
に
転
入
を
さ
れ
る
子
育
て
世
帯
の

住
宅
取
得
に
対
し
て
一
定
の
要
件
を
満
た
せ
ば
、
１

件
10
万
円
を
補
助
す
る
な
ど
、
負
担
軽
減
と
定
住
化

を
進
め
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
」

大
松
「
ど
ち
ら
の
事
業
も
八
尾
市
に
は
無
い
施
策
で

す
ね
。
八
尾
市
が
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
も
『
子
ど
も
へ
の
よ
り
良
い
環

境
を
求
め
て
』
と
い
う
理
由
で
、
他
市
へ

と
引
っ
越
し
さ
れ
る
方
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
に
は
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
り
、
私
も
い
ろ

い
ろ
と
思
い
描
い
て
い
ま
す
」

ふ
け
「
ど
の
よ
う
な
内
容
を
思
い
描
い
て

い
る
の
で
す
か
」

大
松
「
そ
れ
は
ま
だ
言
い
ま
せ
ん
。
時
期

が
来
れ
ば
発
表
し
ま
す
の
で
」

ふ
け
「
す
ご
く
気
に
な
り
ま
す
や
ん
。
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
ね
」

◎
誰
に
も
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

大
松
「
話
題
を
変
え
ま
す
が
、
柏
原
市
の

循
環
バ
ス
に
つ
い
て
で
す
。
今
日
も
市
役
所
前
の
バ

ス
停
で
い
ろ
ん
な
年
代
の
多
く
の
方
が
バ
ス
を
待
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
利
用
料
金
は
無
料
な
ん
で
す

ね
」

ふ
け
「
は
い
。
柏
原
市
内
に
は
10
個
の
駅
が
あ
り
、

大
阪
市
内
ま
で
約
20
分
と
大
変
便
利
で
す
。
市
内
循

環
バ
ス
〈
き
ら
め
き
号
〉
が
５
台
あ
り
、
高
齢
者
や

妊
婦
さ
ん
な
ど
世
代
に
関
係
な
く
、
多
く
の
方
に
無

料
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」

大
松
「
八
尾
市
も
最
寄
り
駅
へ
の
道
路
網
は
立
地
的

に
恵
ま
れ
た
環
境
な
の
で
す
が
、
市
内
で
の
交
通
移

動
手
段
が
貧
弱
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
民
間
バ
ス
路
線

等
の
廃
止
が
相
次
ぎ
、
通
学
や
通
院
、
買
い
物
な
ど

の
移
動
に
多
く
の
方
が
大
変
困
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

特
に
出
張
所
機
能
を
廃
止
し
て
か
ら
は
、
お
困
り
の

声
が
さ
ら
に
増
え
ま
し
た
」

ふ
け
「
そ
の
声
は
柏
原
市
内
で
も
よ
く
聞
き
ま
す
け

ど
、
そ
う
な
ん
で
す
ね
」

大
松
「
は
い
。
市
役
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
だ
け
で
は
な

く
、
生
活
す
る
う
え
で
、
誰
も
が
気
軽
に
ど
こ
へ
で

も
移
動
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
余
談
で
す
が
、
さ
ら
な
る
高
齢
化
な
ど
も
見
据

え
、
証
明
書
の
発
行
な
ど
の
出
張
所
の
機
能
は
直
ち

に
元
に
戻
す
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
」

◎
ま
ち
づ
く
り
に
新
た
な
風
を

大
松
「
最
後
に
、
柏
原
市
に
は
市
長
の
在
任
期
間
に

関
す
る
条
例
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
で
す
か
」

ふ
け
「
同
じ
市
長
が
３
期
を
超
え
て
在
任
し
な
い
よ

う
に
努
め
る
と
い
う
も
の
で
、
市
長
は
幅
広
い
権
限

が
集
中
す
る
地
位
で
あ
る
た
め
、
長
期
に
わ
た
り
在

任
す
る
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
弊
害
を

防
止
し
、
清
新
で
活
力
あ
る
市
政
運
営
を
確
保
し
、

硬
直
化
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
条
例
で
す
」

大
松
「
市
長
の
多
選
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
議
論
が

あ
り
ま
す
が
、
人
事
権
な
ど
あ
ら
ゆ
る
権
限
・
権
力

は
市
長
に
集
中
し
て
い
る
の
は
確
か
で
す
も
ん
ね
。

そ
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
条
例
の
趣
旨
は
理
解
で
き
ま

す
。
自
ら
が
思
い
描
く
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
対
応
す
れ
ば
、
３
期
12
年
と
い

う
期
間
で
十
分
対
応
で
き
ま
す
し
ね
」

ふ
け
「
私
か
ら
も
最
後
に
一
つ
だ
け
、
よ
ろ
し
い
で

す
か
」

大
松
「
ど
う
ぞ
、
ご
遠
慮
な
く
」

ふ
け
「
冒
頭
に
も
言
い
ま
し
た
が
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
（
外
部
委
託
）
の
一
例
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
閉

鎖
を
し
て
い
ま
し
た
サ
ン
ヒ
ル
柏
原
が
「
柏
原
大
食

堂
」と
し
て
、レ
ス
ト
ラ
ン
を
中
心
と
し
た
飲
食
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
と
も
八
尾
市
民
の
方
に

も
ご
利
用
下
さ
い
。
味
も
抜
群
で
す
の
で
」

大
松
「
し
っ
か
り
と
宣
伝
さ
れ
ま
す
ね
。
私
も
利
用

し
ま
し
た
が
、
美
味
し
か
っ
た
で
す
よ
」

ふ
け
「
ま
た
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

大
松
「
分
か
り
ま
し
た
。
ふ
け
市
長
も
日
々
激
務
だ

と
思
い
ま
す
が
、
今
後
の
ご
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま

す
」

ふ
け
×
大
松
「
お
互
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
！　

本
日

は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」 

（
敬
称
略
）

　

８
月
24
日
、
台
湾

茶
専
門
店
「
貢ゴ

ン

茶チ
ャ

」

（Gong cha

）
が
大
阪
市

北
区
茶
屋
町
12
―
６
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
30
℃
近

い
真
夏
日
に
も
関
わ
ら

ず
、
行
列
を
作
っ
て
い
た

人
た
ち
が
朝
10
時
の
開
店

と
共
に
次
々
と
来
店
。
店

内
は
ほ
ん
の
数
秒
で
満
員

に
な
っ
た
。
貢
茶
は
２
０

０
６
年
に
台
湾
で
１
店
舗

目
を
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、

ア
ジ
ア
、
北
米
を
中
心
に

世
界
展
開
を
行
っ
て
き
た
。

日
本
で
の
展
開
を
始
め
た

の
は
２
０
１
５
年
で
、
現

在
で
は
関
東
を
中
心
に
17

店
舗
を
構
え
て
い
る
。
今

回
、
関
西
第
１
店
舗
目
と

な
っ
た
天
王
寺
ミ
オ
店（
天

王
寺
区
悲
田
院
町
10
）
が

好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
２

店
舗
目
と
な
る
こ
こ
梅
田

茶
屋
町
店
の
オ
ー
プ
ン
に

至
っ
た
と
い
う
。

　

貢
茶
の
特
徴
と
言
え
ば
、

　

東
大
阪
市
に
は
保
育
園

を
母
体
と
し
て
認
定
こ
ど

も
園
に
発
展
し
た
形
が
多

く
、
総
数
38
カ
所
を
数
え

る
認
定
こ
ど
も
園
。「
木

の
実
キ
ッ
ズ
キ
ャ
ン
パ

ス
」
は
平
成
27
年
４
月
に

こ
ど
も
園
の
認
定
を
受
け

る
。

　

キ
ャ
ン
パ
ス
の
敷
地
は

２
、
５
０
０
㎡
の
広
さ
、

子
ど
も
達
が
砂
場
で
、
緑

あ
ふ
れ
る
庭
で
楽
し
そ
う

に
遊
ん
で
い
る
。
就
学
前

の
０
〜
５
歳
児
を
預
か
っ

て
い
る
が
、
定
員

１
７
５
人
に
対
し

て
現
在
は
２
３
０

人
が
通
園
し
て
い

る
。

　

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
つ
子
ど
も
も
積
極
的
に

サ
ポ
ー
ト
、
家
庭
の
事
情

等
で
保
育
が
で
き
な
く

な
っ
た
子
ど
も
も
一
時
保

育
し
て
い
る
。
地
域
の
住

民
と
子
ど
も
達
が
集
い

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
を
活

発
に
行
い
、
ま
た
育
児
講

座
や
育
児
相
談
も
実
施
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
小
学

１
年
生
〜
６
年
生
対
象
の

学
習
支
援
（
主
に
宿
題
の

解
答
指
導
）
も
行
っ
て
い

る
。

　

毎
週
火
曜
日
に
20
人
の

限
定
だ
が
、
午
後
６
時
か

ら
「
子
ど
も
食
堂
」
が
開

か
れ
る
。
１
食
百
円
で
あ

り
、
発
芽
玄
米
食
を
主
体

に
し
た
健
康
食
が
提
供
さ

れ
て
い
る
。

　

取
材
の
当
日
は
子
ど
も

食
堂
の
オ
ー
プ
ン
日
で
あ

り
、
野
田
義
和
東
大
阪
市

長
お
よ
び
関
係
者
が
視
察

に
訪
れ
、
子
ど
も
達
と
一

緒
に
食
卓
を
囲
み
玄
米
食

を
賞
味
し
た
。

　

ユ
ニ
ー
ク
な
唐
住
康
雄

毎
週
火
曜
日
に

「
子
ど
も
食
堂
」 オ
ー
プ
ン

関
西
第
２
店
舗
目
が
梅
田
茶
屋
町
に

大
松 

け
い
す
け

×
ふ
け 

正
浩

前
八
尾
市
議
会
議
員

柏
原
市
長

次
世
代
に
ツ
ケ
を
回
さ
な
い

特 別 対 談

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な
入
口

台湾茶専門店

梅田茶屋町店

理事長　唐住康雄
東大阪市岸田堂西 1-6-37
TEL 06-6721-6241
FAX 06-6721-6242

木の実キッズキャンパス

　酷暑の８月７日、社
会福祉法人杏林福祉
会・認定こども園「木の
実キッズキャンパス」
を取材した。前身の
「木の実保育園」は昭和
30年４月開園の歴史
を有する。昨今の様々
な社会事情により、保
育園と幼稚園を統合し
た「認定こども園」が誕
生した。

流しそうめんを食べる利用者

　社会福祉法人ヤンググリーンは生活
介護事業、就労支援事業及び就労支援
移行事業の展開と共に、ケアホーム、
ヘルパー派遣事業の運営も行ってい
る。３年前に創設されたエバーグリー
ン （東大阪市荒本１－４－ 32） は障が
い者と高齢者の複合施設だ。この施設
では１階が「ウィル」という障害ワー
クセンター、２階は「はらっぱ」とい
うデイサービスセンター、３、４階が
「もみの木」というサービス付き高齢
者向け住宅となっている。
　創設当時はこのような複合施設が近
畿圏内にはなく、初の試みだったとい
う。「私の息子が障がいを持っていた
ため、そしてこれまでにこのような施
設がなかったことが創設に至ったきっ
かけ」と勝井忠夫会長（79）は語る。

流しそうめん大会
障がい者・高齢者複合施設エバーグリーン

理
事
長
（
68
）
の
キ
ッ
ズ

キ
ャ
ン
パ
ス
経
営
に
今
後

も
期
待
し
た
い
。

 

（
小
川
秀
人
）

　９月８日、西日本豪雨復興支援パーティー&コ
ンサートが木の実キッズキャンパス内で開かれ、約
90人が集った。参加費の半分を広島へ送る企画だ。
　もり・けんさんによるハーモニカ演奏、本田やつ
かさんによるマジックショー、Terry, and more
によるオールディーズとサザンベストナンバー演奏
で、大いに盛り上がった。



東　　　 大　　　 阪 （４）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成３０年９月１５日（土）

　

子
ど
も
な
が
ら
社
長
を
目
指
す

　

創
業
は
１
９
７
７
年
１
月
。
現
在
、
３
代
目
の
中

田
寛
社
長
は
、
１
９
７
２
年
12
月
八
尾
市
生
ま
れ
の
45

歳
だ
。４
歳
の
こ
ろ
か
ら
小
学
校
３
年
ぐ
ら
い
ま
で
、

昼
に
な
る
と
近
く
に
あ
る
工
場
へ
あ
ん
パ
ン
と
牛
乳
を

届
け
る
の
が
日
課
だ
っ
た
と
懐
か
し
そ
う
に
話
す
。
小

さ
な
工
場
で
人
を
使
っ
て
懸
命
に
働
い
て
い
る
父
の
姿

を
見
て
自
分
も
親
父
の
よ
う
に
将
来
は
社
長
に
な
り
た

い
と
思
っ
た
。
し
か
し
、「
社
長
に
は
な
り
た
い
が
イ

ヤ
だ
っ
た
」
と
言
う
。
機
械
油
の
臭
い
、
油
に
汚
れ
キ

リ
コ
を
か
ぶ
っ
た
作
業
服
を
着
て
こ
の
工
場
で
社
長
を

す
る
な
ど
の
工
業
系
は
「
絶
対
に
イ
ヤ
」
だ
っ
た
と
微

笑
む
。
も
と
も
と
数
学
は
大
好
き
で
得
意
だ
っ
た
の

で
、
父
親
か
ら
設
計
で
必
要
な
微
分
積
分
の
計
算
を

や
ら
さ
れ
て
い
た
と
話
す
。

　

銀
行
を
辞
め
母
の
一
言
で
家
を
継
ぐ

　

京
都
の
大
学
で
経
済
学
と
経
営
学
を
学
び
東
京
の

　

こ
こ
ま
で
き
た
父
、
こ
れ
か
ら
は

　

あ
る
日
、
父
か
ら
「
い
ず
れ
社
長
を
や
る
つ
も
り

だ
ろ
う
」
と
問
わ
れ
て
、
素
直
に
「
ハ
イ
」
と
答
え

た
。
そ
し
て
、
畳
み
か
け
る
よ
う
に
浴
び
た
言
葉
が

「
社
長
と
い
う
仕
事
は
誰
か
ら
も
教
え
て
も
ら
え
な

い
。
自
分
で
考
え
る
し
か
な
い
」
だ
っ
た
。「
父
は
き

つ
か
っ
た
。ス
パ
ル
タ
だ
っ
た
。理
に
か
な
っ
て
い
る
。

だ
か
ら
こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
と
思
っ
た
」
と

懐
か
し
む
。
物
心
の
つ
い
た
頃
に
昼
食
の
弁
当
運
び

を
通
し
て
工
場
の
様
子
を
見
て
い
た
景
色
を
思
い
出

し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
初
仕
事
の
「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
れ
」

で
父
の
や
り
方
が
分
か
っ
た
。
泳
ぎ
を
教
え
る
の
に

ボ
ー
ト
で
沖
合
ま
で
行
き
放
り
だ
す
と
い
う
あ
の
や

り
方
だ
と
。
こ
こ
ま
で
や
っ
て
き
た
父
に「
こ
れ
か
ら
」

ど
う
し
て
行
く
の
か
と
覚
悟
を
試
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　

ル
ー
チ
ン
後
に
始
ま
る
挑
戦
活
動

　
「
超
」に
挑
戦
す
る
テ
ー
マ
で「
極
」微
細
加
工
チ
ー

ム
を
つ
く
っ
た
。
通
常
の
仕
事
（
ル
ー
チ
ン
）
を
終

え
た
後
の
「
９
時
か
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
活
動
が
始
ま
る
」
と
キ
ッ
ク
オ
フ
で
宣
言
し
た
。

仕
事
の
終
わ
る
の
は
真
夜
中
。
当
然
、
家
庭
崩
壊
の

危
機
に
陥
る
社
員
も
い
た
。試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

遂
に
「
日
本
も
の
づ
く
り
大
賞
」
を
も
ら
っ
た
時
、

皆
か
ら
「
よ
く
や
っ
た
ね
」
と
言
わ
れ
、
家
庭
崩
壊

危
機
に
陥
っ
た
奥
さ
ん
か
ら
も
「
よ
か
っ
た
ね
」
と

ね
ぎ
ら
い
と
祝
い
の
言
葉
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は
嬉

し
さ
で
涙
が
あ
ふ
れ
た
と
率
直
に
気
持
ち
を
表
現
し

た
。
中
田
社
長
や
会
社
の
た
め
で
は
な
い
、
こ
こ
に

い
る
皆
が
い
い
仕
事
を
す
れ
ば
、
必
ず
い
い
結
果
は

出
る
。
家
族
を
は
じ
め
親
や
兄
弟
友
人
ら
も
「
こ
こ

に
い
る
」
の
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
が
社
名
ロ

ゴ
に
あ
るFor the Family

の
意

味
だ
。 

（
つ
づ
く
）

都
市
銀
行
に
就
職
し
た
。
田
舎
の
店
舗
に
転
勤
す
る

な
ど
３
年
間
務
め
た
。

　

転
勤
が
決
ま
っ
た
こ
ろ
毎
晩
の
よ
う
に
両
親
か
ら

「
帰
っ
て
こ
い
」
と
６
カ
月
ぐ
ら
い
電
話
攻
勢
を
受

け
た
。
絶
対
に
イ
ヤ
だ
と
拒
ん
で
い
た
が
、遂
に「
母

の
一
言
が
現
在
の
自
分
を
つ
く
っ
た
」
と
話
す
。

　

母
の
言
葉
は
き
つ
か
っ
た
。「
ア
ン
タ
が
や
ら
ん

で
ど
う
す
る
の
や
。
そ
の
た
め
好
き
な
よ
う
に
さ
せ

た
。
大
学
も
行
か
せ
た
。
ア
ン
タ
が
跡
を
継
が
ん
で

ど
う
す
る
ん
や
。
ア
ン
タ
の
宿
命
や
」。

　

母
の
説
得
に
逆
ら
え
な
か
っ
た
。
よ
く
考
え
納
得

も
し
た
。
銀
行
を
辞
め
て
実
家
の
株
式
会
社
中
田
製

作
所
に
入
社
し
た
の
が
28
歳
の
２
０
０
０
年
２
月
２

日
だ
っ
た
。

　

初
仕
事
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
、
独
り
の
品
質
保
証
係

　

初
仕
事
は
父
か
ら「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
れ
」の
一
言
だ
っ

た
。
こ
の
頃
、
会
社
で
は
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
を
導
入

し
て
い
た
が
、
品
質
保
証
な
ど
の
概
念
は
な
か
っ
た

の
で
勝
手
に
自
分
だ
け
の「
品
質
保
証
係
」を
つ
く
っ

た
と
言
う
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
１
０
０
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
０
）
で
初
め
て
接
す
る
書
類
作
成
に

戸
惑
う
社
員
も
多
く
不
安
だ
っ
た
。

　
「
初
め
て
作
成
し
て
く
れ
た
書
類
は
誤
字
・
脱
字

だ
ら
け
だ
っ
た
が
最
も
嬉
し
か
っ
た
」
と
当
時
の
感

激
を
語
っ
た
。

　

壁
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
イ
ス
盤
の
作
業
手
順
書
作
成

で
、
フ
ラ
イ
ス
盤
と
は
何
か
、
ワ
ー
ク
と
は
何
か
を

文
字
で
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
ど

の
よ
う
に
動
き
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
構
造
な
の
か
、
作
業
者
の
動
線
や
段
取

り
な
ど
、
現
物
と
現
実
を
見
た
か
っ
た
。

　

し
か
し
父
は
「
素
人
が
工
場
に
入
る
の
は
皆
の
邪

魔
に
な
る
か
ら
ダ
メ
だ
」
と
厳
命
し
た
。

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

型を決める

「みせるばやお」を立ち上げたメンバー（左から２人目中田寛さん）

ア
ン
タ
が
や
ら
ん
で
ど
う
す
る
の
や
！

　

私
た
ち
の
小
太
り
お
ば
さ
ん
ガ
イ
ド
に
別
の
ガ

イ
ド
が
寄
っ
て
き
て
、
険
し
い
顔
つ
き
で
話
し
か

け
る
。
白
髪
混
じ
り
で
お
じ
い
さ
ん
の
よ
う
な
風

貌
だ
が
、
よ
く
見
る
と
、
首
筋
あ
た
り
の
皮
膚
が

ぴ
ん
と
張
っ
て
い
る
。
思
っ
た
よ
り
も
若
い
か
も

し
れ
な
い
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、
ま
だ
50
歳
に
も

満
た
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
彼
が
小
太
り
ガ
イ
ド

の
耳
元
で
一
言
二
言
告
げ
る
と
、
彼
女
は
目
を
見

開
い
た
。

　
「
え
、
ザ
ハ
ル
チ
ェ
ン
コ
が
殺
害
さ
れ
た
の
」

　

東
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
勝
手
に
「
ド
ネ
ツ
ク
人
民
共

和
国
」
な
る
も
の
を
作
っ
て
い
る
男
の
名
前
が
耳

に
飛
び
込
ん
だ
の
で
、
思
わ
ず
小
太
り
ガ
イ
ド
の

顔
を
覗
き
込
ん
だ
。
そ
の
視
線
に
気
付
き
、
彼
女

は
頷
い
た
。

　
「
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
仕
業
だ
と
主
張
し

て
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
の
は
真
っ
赤
な
嘘
で
す
。

ザ
ハ
ル
チ
ェ
ン
コ
の
い
る
カ
フ
ェ
ご
と
爆
破
し
、

側
近
ら
11
人
も

死
傷
し
た
よ
う

で
す
。
ロ
シ
ア

軍
が
陣
取
る
と

こ
ろ
で
こ
ん
な

に
大
掛
か
り
な

爆
破
が
で
き
る

の
は
、
ロ
シ
ア

で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
」

　

ス
ベ
ト
ラ
ー

ナ
が
口
を
挟
ん

だ
。

　
「
言
う
こ
と

聞
か
ず
勝
手
な

振
る
舞
い
を
続
け
る
ザ
ハ
ル
チ
ェ
ン
コ
に
業
を
煮

や
し
、プ
ー
チ
ン
は
ト
カ
ゲ
の
尻
尾
を
切
っ
た
の
よ
」

　
「
邪
魔
者
を
消
す
の
は
ロ
シ
ア
の
常
套
手
段
で

す
ね
。
ソ
連
時
代
か
ら
ど
れ
ほ
ど
殺
さ
れ
た
の
か

数
え
切
れ
ま
せ
ん
」　

　

私
が
加
わ
り
３
人
の
思
い
が
合
致
し
、
怒
り
が

倍
増
し
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
と
っ
て
も
ザ
ハ
ル
チ
ェ
ン
コ

の
存
在
は
目
の
上
の
た
ん
こ
ぶ
だ
っ
た
の
で
、

清
々
し
ま
す
」

　

小
太
り
の
ガ
イ
ド
が
単
純
な
意
見
を
述
べ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
ス
ベ
ト
ラ
ー
ナ
は
心
配
そ
う
な

表
情
を
浮
か
べ
る
。
言
外
に
彼
女
の
意
見
を
求
め

る
と
、
た
め
息
交
じ
り
に
小
さ
く
呟
い
た
。

　
「
こ
れ
で
戦
闘
が
激
化
す
る
か
も
し
れ
な
い
わ
。

年
金
引
き
上
げ
問
題
で
プ
ー
チ
ン
批
判
が
高
ま
っ

て
い
る
の
で
、
ロ
シ
ア
国
民
の
目
を
そ
ら
す
た
め

か
も
…
」

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
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ザハルチェンコ殺害の真相

ウクライナ

サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。サンコーではお客様目線に立ち、品質・施工・ご予算に無駄のないプランをご提案します。

　

 物産株式会社 TEL.06-6533-1271
お問い合わせはお気軽に

本　社 〒550-0015　大阪市西区南堀江4丁目33番29号
 E-mail ： info@sankobussan.co.jp
 http://www.sankobussan.co.jp/

東京営業所 
名古屋営業所 
大阪営業所 
和歌山営業所 
福岡営業所 

キッチン・トイレ・バス・洗面のリフフォームはもちろん、畳の表替えや、外装・耐震補強など、お家のあらゆるご相談に応じます。
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第６回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円

主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　スピーチコンテスト企画係宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
問い合わせ☎06-6725-0511
⑤原稿締切：平成 30年９月７日（金）必着

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（1993 年４月２日～ 2003 年４月１日生まれの方）

【本選開催日時】平成30年10月14日（日）
　　　　　14時～17時30分
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10
　　　　　

Peace of the Earth 2018-2019
ウルトラマンライブ

ウルトラマンルーブ、ウルトラマンジード、ウルトラマンオーブ、
ウルトラヒーローが大活躍のライブステージ！ みんなで一緒に応援しよう !!  
第１部：ウルトラヒーローズ　ソングライブ
第２部：ほんとうの勇気

■公演日程
平成30（2018）年 10月13日(土)、14日 (日)
開演 10:30／ 15:00（客席開場は各回・開演30分前）
 【1日 2回、全4回公演：公演時間約100分】  
■会場 プリズムホール大ホール（八尾市文化会館）  
■入場料　全席指定・税込 
一　般 【1階席】3,200円　【2階席】1,500円
友の会 【1階席】2,900円　【2階席】1,350円

＊プリズムクラブ（友の会）先行発売　6月9日（土）10:00～　
＊一般前売発売　　6月10日（日）10:00～  

　

近
鉄
八
尾
駅
前
「
リ
ノ
ア
ス
」
８
階
の
「
み
せ
る
ば

や
お
」
は
８
月
８
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
予
想
を
超
え

る
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
特
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
つ
く
る
「
た
の
し
み
」
と
で
き
た
「
よ
ろ
こ
び
」

を
実
感
で
き
る
人
気
ス
ポ
ッ
ト
。
な
か
で
も
、
身
近
に

あ
る
ア
ル
ミ
の
特
徴
を
学
び
な
が
ら
モ
ノ
づ
く
り
を
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
好
評
だ
。
好
き
な
写
真
を
ア
ル

ミ
プ
レ
ー
ト
に
レ
ー
ザ
ー
加
工
す
る
こ
と
で
オ
リ
ジ
ナ

ル
グ
ッ
ズ
を
つ
く
る
。
こ
の
ブ
ー
ス
は
「
み
せ
る
ば
や

お
」
の
理
事
会
員
で
あ
る
株
式
会
社
中
田
製
作
所
（
八

尾
市
上
尾
町
５
―
１
―
15
）
が
提
供
し
て
い
る
。
超
微

細
加
工
技
術
で
ア
ル
ミ
精
密
部
品
を
製
造
す
る
中
小
企

業
だ
が
、
常
に
「
超
」
に
挑
戦
し
続
け
、
厳
し
い
経
営

環
境
の
な
か
進
撃
を
続
け
て
い
る
。サ
ム
シ
ン
グ
ニ
ュ
ー

を
予
感
さ
せ
る
株
式
会
社
中
田
製
作
所
代
表
取
締
役
の

中
田
寛
さ
ん
（
45
）
を
取
材
し
た
。 

（
石
河
亮
平
）

新しい中小企業の担い手
株式会社 中田製作所

　

８
月
11
日
、
12
日
、
八
尾
市
立
総
合
体
育
館
ウ
イ
ン
グ
（
八
尾
市

青
山
町
３
）
の
メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
に
て
中
国
伝
統
武
術
国
際
交
流
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
八
尾
市
在
住
の
武
術
家
、
劉

一
丁
さ
ん
（
36
）
が
代
表
を
務
め
る
Ｌ
Ｉ
Ｕ
武
術
協
会
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
武
術
太
極
拳
連
盟
の
共
同
主
催
。
幅
広
い
世
代
、
そ
し
て
国
籍
の

武
術
修
行
者
（
愛
好
家
）
の
発
表
の
場
を
提
供
し
、
伝
統
武
術
の
技

術
発
展
と
文
化
交
流
を
図
る
た
め
に
企
画
さ
れ
た
。

　

会
場
に
は
日
本
を
は
じ

め
と
す
る
、
中
国
、
中
国

香
港
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ

ダ
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
選
手
団
、
計

５
７
２
人
が
集
結

し
た
。
さ
ら
に
は

各
国
か
ら
多
く
の

応
援
客
が
会
場
に

駆
け
つ
け
た
。

　

開
会
式
典
で
は

田
中
誠
太
八
尾
市

長
が
あ
い
さ
つ
を

し
、
さ
ら
に
は
中

華
人
民
共
和
国
駐

大
阪
総
領
事
の

李リ
ー
テ
ィ
ア
ン
ラ
ン

天
然
氏
が
こ
の

国
際
交
流
大
会
の

祝
辞
を
述
べ
た
。

　

開
催
日
で
あ
る
８
月
11

日
は
国
際
武
術
連
盟
（
Ｉ

Ｗ
Ｕ
Ｆ
）
に
よ
っ

て
今
年
か
ら
制
定

さ
れ
た
〝
世
界
武

術
功
夫
デ
ー
〞（
本

来
は
８
月
８
日
、

そ
れ
に
続
く
第
１

土
曜
）。
そ
の
第

１
回
を
飾
る
華
々

し
い
国
際
交
流
大

会
。
そ
れ
が
日
本

（
八
尾
市
）
で
開

催
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は

大
変
な
栄
誉
で
あ
る
。
ま

た
、参
加
条
件
も
厳
し
く
、

伝
統
武
術
全
国
入
賞
し
た

選
手
の
み
に
参
加
資
格
が

与
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

世
界
的
に
高
レ
ベ
ル
の
試

合
が
行
わ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
〝
武
術
〞
は
伝
統
あ
る

人
類
の
文
化
財
。
先
人
達

か
ら
継
承
さ
れ
て
き
た

〝
業
〞
を
修
得
し
、
さ
ら

な
る
高
み
へ
と
目
指
す
べ

く
日
々
、
肉
体
と
精
神
を

研
鑽
す
る
彼
ら（
彼
女
ら
）

の
姿
は
光
輝
い
て
い
た
。

　

結
果
は
カ
ナ
ダ
が
団
体

優
勝
を
飾
っ
た
。
授
賞
式

で
は
万
雷
の
拍
手
が
選
手

た
ち
に
注
が
れ
た
。

 

（
嶋
津
亮
太
）

国
際
交
流
大
会

８月11日 ・ 12日 八尾市立総合体育館

日本初の
ケーブルテレビ

株式会社 J：COM ウエスト東大阪局
　日本初のテレビ放送は昭和 28 年
（1953 年）３月に日本放送協会（NHK）
が開始、同年８月には民間放送の先
駆けとなる日本テレビ（NTV）が開
局、営業放送をスタートした。
　ただ当時、テレビの受信機はすこ
ぶる高価であり庶民にとっては高嶺
の花だった。テレビの普及を図るた
めに駅前広場や商店街に受信機が設
置された。14 インチサイズの小型
テレビだったが、相撲中継や力道山
のプロレス放送には人びとが群が
り、青白い光を放つ小さな画面を食
い入るように見つめていた。
　しかしテレビの電波が山間部等の
隅々までは届かず、いわゆる難視聴
エリア対策が急務とされていた。群
馬県伊香保は三方を山に囲まれた受
信状況が悪い地域であり、観光協会
と NHK の共同開発の結果、昭和 30
年（1955 年）１月に日本初のケー
ブルテレビが伊香保温泉に設置さ
れ、難視聴問題は解消した。現在ケー
ブルテレビは全国に普及しており、
受信障害の解消に止どまらず独自の
番組制作に発展している。
　J：COM（株式会社ジュピターテ
レコム）は 1995 年１月、KDDI 株式
会社と住友商事株式会社を株主とし

て設立された。全国にケーブルテレ
ビ・74 局を設置して、全国シェア
は 50％を超える。
　東大阪エリアをカバーしているの
は J：COMウエスト・東大阪局だ。
現在有料ケーブルテレビ契約世帯が
５万５千世帯、ケーブルテレビ視聴
環境の整備されたマンション等の視
聴可能世帯が16万８千世帯を数える。
　その昔、中東湾岸戦争の折、戦
火の真っ只中で米国 CNN の記者
がたった１人残り、本国へ現場の
ニュースを送り続けた。衝撃の
ニュースを世界中の人びとが見つめ
たことは記憶に新しい。地上波テレ
ビ局の現場取材はカメラ・ブーム・
記者の３人１組が一般的だが、CNN
に限らず米国ではカメラマンが画と
同時に音を取り、取材原稿を仕上
げてナレーションも担当する。J：
COM の現場取材もほぼ同様なシス
テムだ。

番組制作の流れを中飯寛雄地域プロデューサーに聞く

難
視
聴
エ
リ
ア
解
消
が
キ
ッ
カ
ケ

　

地
元
ス
ポ
ー
ツ
応

援
番
組
と
し
て
市
民

ア
ス
リ
ー
ト
や
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
子
ど

も
達
等
の
様
々
な
ス

ポ
ー
ツ
競
技
者
を
取

材
、
ラ
グ
ビ
ー
の
近

鉄
ラ
イ
ナ
ー
ズ
、
地

元
野
球
球
団
の
ゼ
ロ

ロ
ク
・
ブ
ル
ズ
の
最

新
情
報
を
放
送
し
て

い
る
。
ま
た
「
地
域

密
着
の
旬
な
話
題
を

お
届
け
す
る
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
、行
政
・

警
察
か
ら
の
情
報
、

災
害
時
の
避
難
場
所

情
報
等
々
、
東
大
阪

エ
リ
ア
の
「
い
ま
」

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
届

け
る
地
域
情
報
番
組

「
デ
イ
リ
ー
ニ
ュ
ー

ス
」
が
好
評
だ
。

　

中
飯
寛
雄
地
域
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
（
写

真
）
に
今
後
の
目
標

を
伺
う
と
、「
視
聴

可
能
世
帯
の
有
料
契

約
促
進
に
邁
進
し
た

い
」
と
話
し
て
く
れ

た
。 

（
小
川
秀
人
）

里親シンポジウム
家庭のぬくもりを

こどもたちに
　子どもの笑顔は、家庭を明るくします。
そして、地域を明るくします。さらに、日
本をいや世界を平和にします。どうぞプリ
ズムホールへお越しください。
 里親　植村眞一
日　時：9月22日 (土 )13:30～16:30
会　場：八尾市文化会館
　　　　プリズムホール4階会議室
入場料：無料
《内容》
○里親さんの体験談
○質疑応答
○相談コーナー開設
主　催：ふたば里親会・東大阪子ども家庭

センター・大阪府里親会

１ 超３代目の
戦

東大阪市長田東５－３－９
TEL06 － 6746 － 3568

株式会社JCOMウエスト
東大阪局

飛び蹴りする

気迫あふれる

八尾の環境を知る講演会 主催NPO法人グラウンドワーク八尾

会場：八尾市立リサイクルセンター学習プラザ「めぐる」
（八尾市曙町２-11　TEL072-994-0564）

９
月
25
日 （
火
）

10：00 ～ 10：50
「ニッポンバラタナゴの保護」
NPO法人ニッポンバラタナゴ高安研究会
 加納義彦氏

11：00 ～ 11：50
「八尾の宝、高安山の現状」
　NPO法人グラウンドワーク八尾
 齋藤侊三氏

ニ
ッ
ポ
ン
パ
ナ
タ
ナ
ゴ

「
み
せ
る
ば
や
お
」
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
で

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
す
る
中
田
寛
さ
ん

中国伝統武術
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